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第３章　坂元（３）遺跡


図51 遺構外 出土遺物（１）
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図52 遺構外 出土遺物（２）
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図53 遺構外 出土遺物（３）







滝沢遺跡・坂元（３）遺跡


第１節　滝沢遺跡
本遺跡は蓬田村役場から北北西へ約６.３㎞の地点にあり、陸奥湾に流れ込む小河川が開斥した谷の


北側、起伏のある河岸段丘南端部に立地している。調査区域の標高は１１～２９ｍであるが、標高１９～


２４ｍの範囲で遺構がまとまって検出された。平成１８年度の外ヶ浜町教育委員会の確認調査で発見さ


れた遺跡であり、平成１９年度に２,８００㎡の本発掘調査を行った結果、以下の成果が得られた。


検出遺構の変遷 遺構は竪穴住居跡７棟、土坑９基、ピット１基、溝跡１条、焼土遺構２基が検出


された。大半の遺構は丘陵南端部の南向き斜面上部で検出され、住居があった部分は調査開始時点で


埋まりきっておらず、平坦なままになっていて「ひな壇」状を呈していた。


検出遺構について出土遺物等から各遺構の帰属時期を検討したところ、一部の時期不明土坑を除い


て図５４のとおり縄文時代中期末葉・後期前葉・後期中葉の３時期に分かれるものと考えられた。各


時期の集落の様相は次のように考えられる。中期末葉は第１・３号竪穴住居跡と第１・２・４号土坑


の時期で、非常に小規模な集落であった。これらの遺構を取り巻く南側斜面一帯、南北に長く尾根に


沿うような範囲で遺物の散布が認められる。後期前葉は第１・２号焼土遺構、第５号土坑の時期で、


竪穴住居跡は調査区域からは見つかっていない。また遺跡内での土器重量分布は図５５のとおりで、


図54 滝沢遺跡変遷図
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頂部北側に形成された濃密な捨て場はこの時期が主体となっている。南側斜面の落ち際部分にも遺物


の散布が認められることから、頂部周辺を生活の主領域とするキャンプサイト的な使われ方が想定さ


れる。後期中葉は第２・４・５・６・７号竪穴住居跡と第９号土坑があり、本遺跡で最も集落が隆盛して


いた時期である。遺物は前葉に引き続き北側の谷にやや小規模に廃棄され、併せて住居跡周辺の南側


区域一帯、東西方向に長い範囲でも遺物散布が認められる。また第７号竪穴住居跡覆土上層から後期


前葉の遺物が比較的多く出土していることは、第７号竪穴住居跡の廃棄後、頂部付近を削平し後期前


葉の遺物と共に第７号竪穴住居跡の一部を埋める作業が行われたものと考えられる。


後期中葉の竪穴住居跡 後期中葉の竪穴住居の平面形は、円形もしくは楕円形で、４.５～５ｍと７


～８ｍの規模の２種類ある。床面は貼り床を施さず地山をそのまま使用し、中央部に地床炉を１基有


するという特徴がある。しかし、その他の付属施設や柱穴配置等については不明な部分が多い。


南斜面上に竪穴住居を構築していることから北東～北西の壁はしっかり立ち上がっており、北側半


分から多くの遺物が出土した。当該期に属する各竪穴住居跡と主要遺物集成図を図５６に示した。特


徴的な事例として、筒形を呈する大型壺形土器と思われる口縁部が設置されているものが３例見つか


っている。第２号竪穴住居跡では北北西の壁際で５㎝ほど埋められ、逆位で設置されていた。平行沈


線と縄文が施文されており、付近からは注口土器、石皿、台石などが出土している。第４号竪穴住居


跡では北西壁付近に同じく逆位で床面に置かれていた。周辺からは深鉢１個体、削器などが出土して


いる。第７号竪穴住居跡では、北西壁際に斜位の状態で出土した。これは剥離が顕著であるが無文と


図55 滝沢遺跡における土器重量分布図
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図56 後期中葉竪穴住居跡と主要遺物集成図
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思われ、付近からは高坏土器、香炉形土器、石鏃などが出土した。以上３例とも竪穴住居の中の北西


部分の壁際に設置されているという共通点があり、その周辺には注口土器、高坏など多様な土器や石


器が供伴している。その機能は不明であるが何らかの意図・目的があって設置されたものと思われる。


出土遺物 縄文時代の土器・石器など、段ボール箱３１箱分が出土した。近世の寛永通宝が１点あ


るが縄文時代のものが主体をなし、中期末葉（最花式）、後期初頭、後期前葉（十腰内Ⅰｂ式）、後期中


葉（十腰内Ⅱ・Ⅲ式）の土器が出土した。量的に多いのは後期前葉と後期中葉の遺物で、前葉のものは


遺構外から、中葉の遺物は竪穴住居跡内から出土したものが多いという特徴がある。後期前葉までは


深鉢が主体器種で、後期中葉には浅鉢、注口土器、壺、高坏、香炉形土器、各種台付土器などが加わ


る。後期中葉の土器は破片資料が多く文様構成は不明なものが多いが、木葉文・鍵状文・帯状文など


が主体のようである。瘤が貼り付けられているのは、深鉢１個体（図４２－１０８）、壺に近い香炉形土


器１個体（図３０－１２）、注口土器４個体（図１４－９・１２、図２４－５・６［同一個体］、図３０－１１）だ


けで数量的には非常に少なく、後期後葉の特徴的施文手法である突き瘤、香炉や多孔底土器といった


器種は本遺跡出土土器にはみられない。他にミニチュア土器・スタンプ状土製品・土偶左脚があるが


いずれも１点のみであり、装身具や祭祀的土石製品などの文化的遺物は非常に希薄である。


石器の類としては、剥片石器は石鏃・石匙・石錐・削器・使用痕剥片・二次加工剥片・石核・フレ


ーク類が、礫石器類は磨製石斧・磨石・敲石・凹石・砥石・石皿がある。これらのうち石鏃・石匙・


削器・敲磨器類（磨石・敲石・凹石・石皿・台石）について、遺構内外含めて出土地点の有り様に違


図57 滝沢遺跡における石器出土状況
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いがないか検討してみた。図５７に示したのがそれであるが、住居出土を除くとグリッド１７ライン以


南一帯から散発的な出土状況とみることができ、場の使用等を想定することはできなかった。


第２節　坂元（３）遺跡
蓬田村役場から北北西へ約５.９㎞の地点にある。陸奥湾に流れ込む広瀬川の左岸にある丘陵地で、


滝沢遺跡南側の谷を挟んだ標高３０～４４ｍに位置する。丘陵全体７,７００㎡を対象として確認調査を行


い、その結果１,７００㎡について本発掘調査を実施した。約１ヶ月間の本発掘調査で検出された遺構は


竪穴住居跡１棟で、出土遺物は土器片６９６点、剥片石器１２０点、礫石器４点とそれ程多くない。


検出された竪穴住居跡１棟は、覆土から口縁～胴部の同一個体の円筒下層ｄ１式期の土器片がまと


まって出土したことなどから当竪穴住居が使用されていた時期は縄文前期末葉と推定された。


遺構外からの特徴的な出土遺物としては、早期のものと考えた３点の土器片がある。表裏両面に文


様が認められ、表面は浅い沈線の斜線で、刷毛目状の条痕のようになっている。裏面にも浅い条痕が


施され、主に３本の直線が角度を変えて交わり合い、幾何学的な文様になっている。器厚が４～５mm


で、割れ口には径３mmほどの大きめの砂粒が複数顔を出し、胎土への砂粒の混入が多いと言える。焼


成具合が良好で堅く締まっている。ムシリⅠ式期のものの可能性があると考えた。


出土遺物の中で最も多かったのは円筒下層式期のもので、出土した全土器片の半数を超える。本調


査区域の北東側、竪穴住居跡周辺から多く出土しており、円筒下層ｄ式土器が主体を占めるようであ


る。また、縄文時代中期の榎林式の土器片や縄文後期の粗製土器等も出土したがほとんどが底部から


胴部の破片で、詳細な時期を示す特徴のある資料ではなかった。


これらの検出遺構や出土遺物から、縄文時代早期後葉・前期後葉～末葉・中期後葉・後期後葉の各


時期、およそ３,０００年に渡って本遺跡で人々が生活を営んでいたことが窺える。
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